
 

 

2026 年 6 月 2 日 

2025 年度 監査役会の実効性向上の取り組みの状況 

オムロン株式会社 

 

監査役会では中長期戦略の 2nd ステージへの移行を踏まえ、使命・目指す姿・行動指針をあらたに制定しました。 

【使命】 

監査役会は、株主からの受託責任を認識し、未来を見据えた実効性の高いモニタリングを通じて、企業の健全性を確保し、持続

的な企業価値の向上に貢献する 

【目指す姿】 

１．準拠性監査（監査 Ver1.0）、リスクベース監査（監査 Ver2.0）を土台とし、企業文化を含む経営課題の真因の明確化と解決

策を提言（監査 Ver3.0）する （将来的には未来監査（監査 Ver4.0）も視野に入れる） 

２.「『経営監査①』、『内部統制システム②』の統合的確立」を提言・推進する 

    ①成長に向けたリスクテイクを後押しする能動的な経営監査   

   ②三様監査の有機的連携とリスクの高度化に対応する内部統制システムの構築 

【行動指針】 

１．「監査役の独任制」「社外監査役の専門性」「常勤監査役の情報収集力」を活かし、企業の健全な成長に向け、チームとして 

成果を創出する 

２．高い倫理観と誠実さを持ち、経営陣・現場との対話を通して信頼関係を築き、主体的な行動変容を促す 

３．ステークホルダーの多様な視点を意識し、経営課題の真因に迫り、経営の未来を導く行動を後押しする 

 

1．2025 年度監査役会実績 

1-1.監査役会の活動状況 

今年度監査役会は、使命・目指す姿・行動指針のもと、3 つの重点監査事項を定め活動を行いました。取締役会・執行会議(*)等の

各種重要会議への出席、ビジネスカンパニー（以下 BC）長および主要部門長との対話、国内・海外拠点訪問、また積極的に他社監

査役との情報交換を実施しました。 

（*）執行会議：社長が議長を務め、執行役員が出席する経営会議 

重点監査事項 監査活動の概要 

構造改革の進捗モニタリング 重要会議への出席の他、今年は特に BC 主要部門長との対話を拡充し、構造改革の進捗・成果・

課題を経営執行の決断力の評価として「やめる」・「変える」・「決める」の視点から確認した。 

中長期戦略の進捗モニタリング 取締役会等での議論を通じて、中期経営計画の進捗と課題を確認するとともに、成長戦略実現

に向けたガバナンス体制のあり方について検討した。 

内部統制システム高度化へのモニタ

リング 

社長や管掌取締役との意見交換を通じ、体制強化に向けた取り組みを検討するとともに内部統

制システムの構築・実施状況を確認した。また、四半期毎に三様監査会議（監査役、会計監査

人、内部監査部門）を開催し、リスク認識の共有を深めた。  
 

1-2.監査役会の運営状況 

監査役会は、取締役会開催に先立ち月次に開催される他、必要に応じての随時開催を含め 13 回開催され、法令・定款および監査役

会規程の定めるところにより、監査に関する重要な事項について決議、審議、報告および協議を行っています。また監査役会とは

別に、以下のテーマ等に関して自由闊達な意見交換を目的とした監査役オフサイトミーティングの時間を設け議論しました。 



・2025 年度監査実行プラン／・2030 年度に向けての監査役会のマイルストーン 

・監査役会の目指す姿／・ガバナンスの進化／・現場訪問や執行側との対話結果報告 

 

 

 

2.2025 年度監査役会の実効性評価 

2-1.2025 年度監査役会実効性評価の方法 

2025 年度は、監査役会の重点監査事項、使命や目指す姿、監査役会運営状況等の達成度を確認するとともに、監査役会の進化の状

況を多面的に確認する指標を設定し自己評価を行いました。また取締役から監査役会への意見を受領し、参考にしました。 

 

2-2.2025 年度監査役会の実効性評価の結果 

当社監査役会では、重点監査事項への取り組み状況、監査役間の連携、取締役および執行部門との対話の状況等を総合的に評価し

た結果、実効性は概ね確保されていると判断しました。 

監査役間の情報共有および連携は適切に行われ、取締役および執行部門との建設的な対話が行われていること、ならびに下表に記

載の通り重点監査項目の監査を適切に実施していることを確認しました。 

取締役からは、監査役会とのコミュニケーションは円滑であるとの意見を得た一方で、さらなる議論の機会充実を求める声があり、

今後の活動に繋げていきます。 

 

＜2025 年度の監査役会実効性評価の結果と注力視点＞ 

 2025 年度の注力視点 2025 年度の実効性評価結果 2026 年度の注力視点 

構造 

改革 

／ 

中長期

戦略 

構造改革と中長期の成長戦略を実

行する中で、現場の変革（特に顧客

起点に立った組織文化）の状況を

「やめる」・「変える」・「決める」等

の視点で確認する。 

 

・構造改革・中長期成長戦略は、取締役会

等を通じ進捗・成果、課題を把握し監査役

会で議論を深めることができた。 

・現場訪問や執行部門との対話を通じ把握

した経営課題を、取締役と議論し実行力・

企業文化に関する課題認識を共有した。 

・成長戦略実現にむけたガバナンス体制の

あり方について、監査役会で検討し取締役

へ提言を行った。 

・構造改革後の課題を継続してモニタ

リングするとともに、中長期戦略の実

効性を確認する。 

・認識を共有した経営課題について、

執行側の行動変容および成果への寄

与を確認する。 

・モニタリングボードへの進化に向

け、ガバナンス強化に資する視点から

意見表明を行う。 

内部統

制シス

テムの 

高度化 

内部統制システムに関わる執行部

門の役割・責任の明確化など組織体

制強化の進捗と、執行部門の運用状

況および内部統制システムの実効

性を確認する。 

社長・管掌取締役と内部統制システムの高

度化に向け CRO 設置を踏まえた体制の構

築、各ラインの役割分担や 1 線（業務執行

部門）の強化に向け議論をし、基本的な考

え方や概要を整理した。また、三様監査の

連携の在り方や、今後の方向性を三者で共

有した。 

内部統制システムの詳細設計および

実行計画の策定・実装の進捗に合わ

せ、各ラインが進化し、実務に定着し

ているかを確認する。また、事業成果

およびリスク低減に寄与しているか

モニタリングする。 

 


